岡山市における三歳児のう蝕有病状況の推移
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【目的】

　岡山市は、平成6年度に保健所政令市となり、平成8年度には中核市に移行し、さらに、平成10年度からは1保健所6保健センター体制で各種保健事業を実施してきた。今回、各地域の現状を三歳児歯科健康診査の結果から評価することを目的とした。

【対象と方法】

　平成7年度から平成14年度までに実施した三歳児歯科健康診査を受診した岡山市在住の三歳児（平成9年度までは満3歳5か月児、平成10年度以降は満3歳6か月児を対象に実施）を対象とし、同健康診査結果を分析に用いた。

【結果】

　各年度の受診対象者数、受診者数、受診率を表1に示す。受診対象者数は、約6,000人から7,000人の間で推移していた。また、受診率はこの8年間で約13％増加していた。

　岡山市全体のう蝕有病者率および一人平均う歯数の推移を図1に示す。う蝕有病者率は約50％から約30％へ8年間で約20％減少していた。また、一人平均う歯数は、約2本から約1本へ8年間で約1本減少していた。

　図2には、各中学校区別のう蝕有病者率の推移を示した。周辺部にう蝕有病者率が高い地域が存在し、市内中心部からう蝕有病者率が下がっていく傾向がみられた。また、逆に、近年、う蝕有病者率が高くなってきた地域も存在した。

　図3には、各中学校区別の一人平均う歯数の推移を示した。周辺部に一人平均う歯数が多い地域が存在し、市内中心部から一人平均う歯数が下がっていく傾向が、う蝕有病者率の推移と同様に観察された。また、近年、一人平均う歯数が多くなってきた地域も存在した。

表1　三歳児歯科健康診査の受診対象者数、受診者数、受診率

	
	平成7年度
	平成8年度
	平成9年度
	平成10年度
	平成11年度
	平成12年度
	平成13年度
	平成14年度

	受診対象者数（人）
	6,276
	6,651
	6,390
	5,925
	6,517
	6,666
	6,739
	6,676

	受診者数（人）
	4,171
	4,240
	4,478
	4,384
	5,004
	5,174
	5,352
	5,332

	受診率（％）
	66.5
	63.7
	70.1
	74.0
	76.8
	77.6
	79.4
	79.9
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図1　岡山市全体のう蝕有病者率および一人平均う歯数の推移
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図2　各中学校区別のう蝕有病者率の推移
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図3　各中学校区別の一人平均う歯数の推移

【考察】

平成7年度から平成14年度の8年間で三歳児健康診査の受診対象者数は約6,000人から7,000人の間で推移していた。岡山市の平成7年10月1日現在の人口は615,757人であったが、平成14年4月1日現在の推計人口は627,747人に増加している。本市全体では、人口がわずかに増加しているが、三歳児という特定した年齢の幼児数に急激に変化を与えるほどのものではなかった。平成10年度の受診対象者数が他の年度に比較してわずかに少ないのは、受診対象者の月齢を変更し、受診月が1か月ずれたためと考えられる。

受診率が増加していたのは、平成6年度までと実施方法を変更したこと、すなわち、事前に質問紙による調査を行った後、スクリーニングを行い、必要と判断される児のみ健康診査を実施していたものを全員受診に変更したことが影響しているものと考えられる。さらに、健康診査の実施会場を公民館等から、新しく建設された保健センターに変更したことにより、市民への周知が徹底してきたのではないかと考えられる。

う蝕有病者率、一人平均う歯数とも市全体では年々減少してきているが、地域別にみると、未だに高い地域が存在している。三歳児のう蝕の状況には、1歳6か月児健康診査の時点での母乳・哺乳びんの使用状況、家族数、萌出乳歯数などが関与していることは、過去に報告したとおりである。未だにう蝕有病者率が高い地域では、地域の状況をさらに詳細に分析し、う蝕予防対策を考えていく必要がある。

また、近年になって、う蝕有病者率が高くなってきている地域がある。う蝕に影響するような地域の状況に変化が起きていないかどうか、注意しなければならない。

う蝕有病者率は低いのに一人平均う歯数が多い地域もある。う蝕を有している幼児１人あたりの保有しているう歯数が多いことが想像される。このような地域では、地域全体の問題というより、個別の家庭の問題があるのかもしれない。各家庭の状況にまで踏み込んだ対策が必要と思われる。

岡山市では、各保健センターで歯科検診・歯科保健指導・フッ化物塗布（希望者のみ）を行っており、同事業の受診者も年々増加してきている。このことは、う蝕を予防しようという意識の高まりを表していると考えられる。実際、検診現場でも保護者のう蝕予防に対する意識の高さを感じる場面は多い。したがって、フッ化物塗布を受けるだけでなく、フッ化物配合歯磨き剤を使用したり、食生活に気をつけたり、定期的に歯科検診を受けたり、などという好ましい歯科保健行動をとる人が増えていることが想像できる。これらの結果により、三歳児のう蝕が減少しているのではないだろうか。

う蝕がフッ化物の応用で予防できることは多くの疫学調査からすでに明らかになっている。これからは、如何にフッ化物の応用をすすめるかが課題である。

今回の調査から、すでにある程度むし歯予防ができている地域や未だにできていない地域、個別の家庭に問題が隠れている可能性がある地域など、地域の状況が「う蝕」という一面からではあるが、明らかになった。今後は、この状況を考慮し、う蝕予防対策を進めていくことが必要である。

